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論文内容の要旨
本論文は、回路の構成ならびに保守性に関する研究のうち、故障検査を考慮した論理回路の構成に
関する研究を第 l 編 4 章に、入力系列によるオートマトンの構成に関する研究を第 2編 3 章にまとめ
たものである。
緒論では、本研究の目的わよびこの分野での研究の現状について述べ、他の研究との比較において
本研究の意義を明らかにしている。
第 l 編第 1 章では、論理回路の故障検査に関する研究の必要性を述べ、本研究の結果と他の研究と
の比較検討を行なっている。
第 2 章では、モジュールによる論理回路の構成とその故障検査について考慮を行なっている。とく
に本章では、故障検査容易なモジュールとして L -1 モジュールおよびL-2 モジュールを提案し、
これらのモジュールの性質ならびに、各モジュールによって構成された論理回路の故障検査方法を示
すと同時に最適な回路を得るための構成法について考察を行なった。また、これらのモジュールを一
般に、 L-m モジュールまで拡張し、その場合における回路構成法についても同様に考察を行なった。
第 3 章では、集積回路がもっ信頼性および量産による経済性などの特徴を考慮した回路構成につい
て考察を行なっている。ここでは集積化の特徴を生かし、設計製造が容易で、あるととも口、故障検査
が容易で、あり、かつ故障箇所を発見した場合の修正処置が外部端子のみを用いるだけで簡単に行なえ
るような回路の構成について考察している。
第 4 章では、第 1 編の内容を総括し、今後に残された問題をまとめている。
第 2編第 1 章では、オートマトンに関する研究の歴史を概説し、最小状態数をもったオートマトン
の構成に関する研究の重要性について述べ、本研究の意義を明らかにしている。
第 2 章では、入力系列の集合に冗長な入力系列を含む場合についての最小状態数をもったオートマ
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トンの構成法について述べている。
第 3 意結論では、第 2編の内容を総括し、今後に残された問題をまとめている。
結論では、本研究全般にわたり、その主な結果と今後に残された問題を論じている。
論文の審査結果の要旨
本論文に取り上げている問題と、その研究成果を要約すると次のようである。
第 1 編には、回路のアベイラピリティを高める目的から、故障検査を容易にする回路の構成に関す
る研究を取り上げている。
第 2 章には、故障検査を容易にするための一方法として、モジュールによって回路を構成すること
を考えている。そのために、故障検査に適したモジュールの定義ならび、に性質について調べ、それら
のモジュールによって構成された論理回路は、故障検査が比較的容易であることを示している。
第 3 章には、上述の方法をさらに発展させて、故障検査が容易で、あり、外部端子数が少なく、かつ、
故障箇所を発見した場合の修正処置が比較的簡単に行なえるような回路の構成について述べてある。
この方法は、集積回路製造中に生ずる不良箇所の存在を許した形で、大規模集積回路を完成させる場
合特に有効である。
第 2編には、経済性の立場ーから最小状態数をもった有限オートマトンの構成に関する問題を取り上
げている。
オートマトンの構成問題に関しては、種々論じられてきているが本論文においては、特に冗長な入
力系列を考慮し、これを有効に用いることにより、最小状態数をもった有限オートマトンを構成する
ことを試みている上述のオートマトン構成法は、実用的見地から有効なものと見なすことができる。
以上のように、本論文は故障検査を考慮した論理回路の構成ならびに入力系列によるオートマトン
の構成に関する基本的また実際的問題についてかなりの研究成果をあげており、電子工学、情報工学
に寄与することが大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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